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氏名 本田 智則

Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表も含めて分かりやすく記入のこと)

本研究はグリーン調達手法として利用 が可能な、企業の環 境評価を含 めた製品 ・材料の選択

手法の開発を行うことを目的とした。これによって、サプライチェーン全体のグリーン化を促すこと

が可能となると考えられる。

Ⅰ.基 礎デー タの収集

現在、企業 の環境経営の情報は企業か ら発行 された環境報告書を用いるしかないが、シ

ステム境界等が異なるため、単に情報 を収集 しただけでは用いることができない。本研究

では、各社の比較が可能 とな るよ う、システム境界を統一 して、企業の経済情報や環境負

荷物質排 出量について、経済情報3681社 、環境情報314社 について、データの収集 を行

い取 りま とめた。

Ⅱ.グ リー ン調達により低減可

能 と予測される環境影響の大きさの

評価

二酸化炭素排出量を例にグリーン

調達を行った場合に低減可能な排出

量を予測し、グリーン調達の重要性を

示した。

Ⅲ.環 境効率指標の検討

企業が持続可能な経営を行うため

には、環境影響を最小化し、利益を最

大化する必要がある。この効率性を示

す環境効率についての検討を行った

。本研究では二酸化炭素排出量やエネ

ルギー消費量といった環境影響の一

側面を評価するのではなく、計算する

際に、環境影響統合化手法を用いるこ

とによって、環境効率の計算を行った

。環境効率の分子には企業の営業利益

を用いることで、異業種比較や 日本の

平均環境効率との比較が可能となる

ようにした。結果は図1の ようにな り

、業種による環境効率が明確に示され

た。



IV.企 業の環境効率 と製品の

環境効率の統合 によるグ リーン調

達手法の開発

Ⅰ～Ⅲまでの結果 を用いて企業

と製 品 ・材料 の環境効率 を統合化

す ることによって、効率的 グリー

ン調達 を行 うた めの手法 を開発 し

た。 この手法では図2の よ うに、

企業 自体 の環境効率 と企業が販売

す る製品の環境効率 を統合化す る

ことによって、サプライヤーの環

壌経営の状態 も考慮 に入れたグ リ

ーン調達が可能である
。

実際に、タイプⅢエコラベルに登録された製品について企業評価を加えて環境効率の計

算を行った。結果は図3の ようになった。横軸は従来の製品環境効率、縦軸は本研究の成

果である環境経営評価を考慮に入れた環境効率を表す。B社 の製品単独での環境効率はA

社に比べて高いが、企業の環境経営の状況を考慮に入れた場合には、A社 よりも環境効率

が低くなる結果 となった。すなわち、製品単独の環境効率が高いだけではなく、製品を製

造する企業の環境効率も高くなければ製品を選択してもらうことができなくなり、結果と

して、サプライチェーン全体のグリーン化が可能となる。

本研究ではグリーン調達に利用可能な手法の開発を行うために、企業経営の環境影響評

価を行った。さらに企業と製品・材料の環境効率を分析した。分析をもとに、企業の環境

経営評価を考慮に入れた環境配慮型製品 ・材料の選択手法を提案した。
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